






























































































爺 果 の 要
協
日
 新生児の肺の発育に関して,42例の剖検例について研究を進めたものであり,特に,その研
 究方法として,気管支より50㎝瞭柱以下の圧てコ0%フォルマリンを注入して,肺をほぼ正常
 状態に拡張した状態になし,フ2時間固定した後,切片を作り,肺胞腔,間質控',肺胞数にっレ・
 て組織学的に計測を行っている点が,従来の研究方法より,すぐれているものと考えられる。
 これら剖検所見のうち,特に注目すべきものは,成熟新生児にて,不明なる原因による呼吸困
 難の下に死亡した例にお・いて,肺胞の形成が不良な恰も7～9ヶ月の胎児のそれに相当すること
 を見出し,かかる発育遅延を示す肺の状態を先天性肺胞形,成不全(hyPOPlasia)と称すべき
 ことを提唱していることである。これは先にMacMaho11が非拡張肺の剖検所見よりとなえた先
 天性肺胞異形成(dySP■asia)という概念の誤りを指摘訂正した点に沿いて注目すべきもの
 と考えられよう。
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